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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・法人研修について

日時：1/21(木)　17：30～　場所：メンタルケア病棟　4Fメモリアルホール

テーマ：「口腔ケア～口腔ケアから出来ること～」　

講師：宮川聡文氏　(あおもりデンタルケア院長)

　※ビデオ研修

日時：1/22(金)17：30～　場所：メンタルケア病棟　4Fメモリアルホール

各自、出席予定を入力し、参加出来ない場合はビデオ研修に参加すること。

・源泉徴収票を配付するため、都合の良い日程で受取ること。
　【日時】
　　1/15（金）　12：00～12：20　　17：00～17：20
　　1/18（月）　12：00～12：20　　17：00～17：20
　　1/19（火）　12：00～12：20　　17：00～17：20
　【場所】　青南病院、病院2階総務デスク
・2回目の防災訓練実施予定。1/21（木）地震後の火災を想定。カンファレンスや16：00過ぎの利用者が不在の時間を使って勉強会を行う予定。
・病院医事室への内線について、電話機の復旧に伴い内線200もしくは201にかけること。

・1/30（土）13：00から、青森中央学院大学看護学部教授　山本　春江先生を招いて、クロスロード方式による家族支援研修会を実施予定。
＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～1/6（水）定期訪問実施。体調は良い方だと話されている。青山荘に本人宛ての年賀状が届いていたことを伝え、渡している。「母の妹からです。今年は来ないのかなと思ってたけど、嬉しいです。」と、にこやかに話されている。また、1/4（月）は叔母が来訪してくれて驚いたがとても嬉しかったとのこと。米や漬物も持参してくれたという。沢山食べたため少し太ったかもしれないと不安を漏らされている。外来受診時に変薬後から状態が変化したことを伝えたところ、夕食後薬が1錠増薬になったとのこと。きちんと自身の状態を伝えられたことについて評価している。自宅のシャワーの調子や携帯電話の調子も問題なくなったと報告されている。
・大久保　恒夫様～1/8（金）定期訪問実施。体調は特に問題なく、食事や睡眠も大丈夫と話す。金銭面を確認すると「年末は遣い過ぎてしまったので、今年からは食料とか少し切り詰めていこうと思って」と振り返られている。年末のレシートを確認すると、2日間で1万円程使っている。振り返ることが出来ていることを評価し、出来る所は消費を抑制し遣り繰りするよう助言している。年末年始は、妻（律子様）の実家に行ったり、初詣に行ってきたことを話されている。
・大久保　律子様～1/8（金）定期訪問実施。表情冴えない様子で過ごされている。スタッフの問いかけには返答するも元気がない様子。体調は特に問題なく、変わったこともないとのこと。本日は、夫（恒夫様）と一緒に誕生日プレゼントを購入しにいくとのことで、その事について嬉しいと話される。年明けには、夫と一緒に自身の実家に行き家族で焼肉パーティをしてきたとのこと。食事や睡眠について確認すると「大丈夫です。」と返答される。
・中居　美津子様～1/10（日）部屋は猫の尿臭が酷く、物が煩雑に置かれている状態である。年末に掃除をしてこたつの敷布団を床に敷こうと思っていたが、忙しくて出来なかったと話されている。体調は悪くは無いが、膝に痛みがあり、さらに最近は耳鳴りもすると話されている。姉から受け取っている小遣いを5,000円増やしてもらう予定にし、その分で整形外科に通うつもりであったとのこと。耳鳴りについても耳鼻科を受診したいと思っているとのこと。金銭管理について、冬は灯油などの出費も増えるため余裕がない状態だと話されている。正月も実家に帰りたいと思っていたがお金に余裕がなかったため帰れなかったと話されている。うみねこ幸房での就労については問題なく行えているが、飼い猫が誘拐されないよう見守るため生活リズムを合わせていたら昼夜逆転してしまい、日中眠気があるとのこと。
・青木　紀子　様～1/10（日）定期訪問実施。体調は変わらず問題ないと話されている。「チョコ・クッキー」での就労は始めて1ヶ月位しか経過していないため、まだまだ慣れるのに時間が掛かると話されている。しかし、徐々に慣れてきたら利用日数も増やしていければいいと考えているとのこと。交際相手（東海林康之様）と後々入籍も考えていることから、東海林様の隣室に引っ越す予定。自身のアパートの契約が3月末で切れるとのこと。東海林様が居住しているアパートの大家には既に許可を頂いているとのことで、3/15までには大家が住めるように準備しておくと言ってくれていると話されている。引っ越しや敷金礼金はかかるが、何とか遣り繰りするとのこと。自分のアパートの敷金礼金についてはあまり住んでいない事もあって返金されると大家から言われたと話されている。（6万円程）入籍に関しては、父様から青木様自身がまず禁煙をしないと許してくれないとのこと。また、東海林様の年齢やお金に関しても不安がある様子で、今すぐの入籍は出来ないと話されている。自身も仕事がまだ落ち着いていない身である為、もう少し生活等が安定してきたらゆっくり考えてみようかなと思っているとのこと。生活基盤の安定を主軸にしてゆっくり進めて行ければ良いと伝えている。
・東海林　康之様～1/10（月）定期訪問実施。「ラボーロ」での就労も順調に進んでいる様子。年末に交際相手（青木様）の父様と本人と自身の三者で会ったという。当人同士では入籍を希望しているが、父様は青木様が禁煙しなければ入籍も認めないと話しをしたとのこと。またそれ以外にも自分の年齢やお金についても不安を述べられていたとのこと。とりあえず、今すぐの入籍は出来ないと話されている。本人的には今すぐでなくてもゆっくり時間をかけて入籍が出来ればいいと思っているとのこと。そのためにはまず、青木様の禁煙が第一だという。自分自身もお金の問題等もあるため、今はB型での就労だが、最終的にはA型も視野に入れて考えているとのこと。青木様も作業所で働き始めて、まだ1ヶ月位である為、入籍については長い目で見ていくことも一つであることを提案している。
＜グループホーム入居者様情報＞

・五日市　規　様～世話人には生活費の不安についての訴えは聞かれないが、デイケアより連絡があったことは話し、今月いっぱいの生活費の計算を月末に世話人と共に計算してみることで了承されている。
・繁名　和恵　様～1/9（土）表情暗く「更年期が辛いです。頭も胸も、センターも苦しいです」と話し、もっと話したいような様子で、男性には聞かれたくないことがあるか聞くと、そうであると返答あり。自室にて世話人と2人だけで話をしている。陰部が苦しく、「タンポンが入っているような感じがする。男性の経験も無いが、そんな気がする。それがズーンとして頭まで痛くなる。先月、月経も無かった。いろいろ痛いし、イライラもするが月経が来る」と落ち着くと話されている。1/10の昼に、月経が始まったとのこと。出血量は普通位で、そんなに多くない、月経が来てから体の調子がいいと話されている。
・中村　　茂　様～自分の冷蔵庫内のものが食べられたことについて、誰が食べたのかを突き止めたいのか、それとも、食べられないようにすれば良いだけなのか、本人に確認している。本人は、「犯人捜すんじゃなく、食べられたくない」と話されている。その為、冷蔵庫の食材に名前を書くことや、冷蔵庫を部屋に置くなどの対策を提案するが「いや、まだそこまでしない。もう少し様子を見る。」と話されている為、世話人から今月いっぱい見てみることを提案している。他に何か心配なことは無いのか聞くが、特に無いとのこと。生活についても、掃除や買い物、食事の準備についても希望すれば世話人が手伝うことも出来ることも話している。すると「買い物とか掃除とか」と話される為、行いたい時に世話人に声をかけるように話している。
・下妻　康貴　様～背部痛については、痛みはあるが仕事に行けない程ではないとのこと。
・中村　与一郎様～ステップアップ講習に当選したと話されている。研修は5日間で、2日間は講義で、後の3日は一番町のよこまちストアーで行うとのこと。世話人に予定表を見せてくれている。今日はグループホームの友人と（関秀治様）と共に、一番町のよこまちまでのバスの経路と時刻を教えてもらう為に、一緒に行ってみると話されている。また、ストーブの消し忘れすることが多く、世話人が確認出来ない時は本部へ連絡するよう伝えている。

・古舘　ヨリ　様～世話人に耳元で「今日、病院まで乗せてってくれない？」と話される為、緊急でない限り乗車できないことを説明している。理由を聞くと、1/8のデイケアの帰りに、あおぞらまで誰かにつけられたとのこと。性別も分からず、あおぞらに入ろうとしたら、駐車場の方に行ったから、気のせいで、近所に住んでいる人かも知れないが、でも、去年から時々つけられているような気がすると話されている。青南病院定期受診時に、つけられているような気がする事と、血糖値が高い為専門医を受診したいことを主治医へ話してくるように伝えている。本人「うーん」と下を向き、自身がなさそうに思われた為、主治医に確認する事を紙に書いて渡すと「行ってみる。」と苦笑いして青南病院に出かけている。

14:00訪問し、血糖値と糖尿の専門医受診について相談し、紹介状を書いてくれるとのこと。次回の受診までに受診する病院を決めておくように言われたと話される。特定相談支援事業所の森川氏に相談し、病院を決めることにしているが、主治医と本人は八戸赤十字病院が近い為良いのではと考えているとのこと。本日の青南病院受診時の血糖値は300mg/dlとのこと。

＜利用者様情報＞
・松村　　勉　様～先週行った大腸検査について確認している。5㎜のポリープが5個見つかったとのこと。4月に手術予定と話されている。

・吉田　キクエ様～青風荘より日曜日から下痢症状が続いていると情報提供ある。バイタル異常はなく、昼食は、主菜以外は全量摂取されている。腹痛は治まっているが、下痢はいつなるか不安と話されている。排便状況を確認すると「朝があっちでも出たし、ここに来てから1回行きました」と話されている｡今後も様子観察していく。
・鈴木　真知子様～祝日プログラムのカラオケに参加されている。スタッフの声掛けにも疎通良く、笑顔見られている。トイレにコップを持って行くことがあり、スタッフに注意を受けている。トイレに篭ることはあるが、外出しようとする様子はなく、プログラムにも問題なく参加されている。今後も様子観察し、所在確認をしていく。
・山田　隆雄　様～1階のスタッフから連絡があり、1階に降りていると連絡を受ける。その後すぐに戻ってきており、1階へ降りた理由を確認すると「寒かったから、1階は暖房がついているか確認しに行った」と話されている。今後1階に降りるときは、スタッフに話してからにしてほしいことを伝えると頷いている。

＜外来情報＞

特記なし。
カンファレンスシート（松村　勉　様）　

実施日：H28年1月11日（月）13：30～14：00

担当チーム：慶長・川井・馬場

参加者：慶長・工藤・藤田・馬場・川井・佐藤・坂本・西村

検討内容　目標の再検討

	氏名
	松村　勉　様
	性別
	男
	年齢
	60
	生年月日
	S30.6.20

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害、脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	・病識を身につける　　　　　・身体機能の維持・向上

・社会資源の利用　　　　　　・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	単身生活を続ける。

	家族希望
	単身生活とデイケア利用の継続。

	入院歴
	計　5  回（最終：平成20年12月2日～平成21年1月 八戸赤十字病院）

	通所歴
	2回目

※  前回：不明（湊病院デイケア）
※　今回：平成23年6月20日～現在　　（週2回/月･金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、訪問看護、八戸赤十字病院外来受診(隔週月曜日)

	住居：アパート暮らし


	家族構成

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　


　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 

　　　

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　1級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①単身生活維持の為に病状悪化に気付く。


	①言動から病状悪化に気付く。　
	①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。
	①遅刻せず定時に来所し、生活リズムを整える。遅刻しないように普段よりも早い時間に起床する。遅刻する原因と対策をスタッフと具体的に話し合う。生活や服薬状況を確認する。

	
	②他者との関わり方について学ぶ。
	②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。
	②-1イライラすることなく、他者と交流できるようになる。イライラの有無を確認し、聞かれた場合は対処方法を伝えてイライラの解消を図る。

	
	
	
	②-2他者と物のやり取りは行わないようにする。物のやり取りがある場合は、スタッフと振り返りを行う。

	②体重減少する。
	③68kgまで体重を減らす。
	③体重減少に向けて、自炊のメニューや食材の量についてスタッフに相談する。
	③食事摂取量や自炊内容に注意し、運動プログラムにも積極的に参加することで体重を減量する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。


	・病状は安定しており、服薬も欠かさず行っているとのこと。

・生活上困っていることや不安について「特にないです」と話している。

・通所日は遅刻しており、理由は、朝早く目が覚めるが、その後二度寝してしまうと話している。
	・夜遅くまで起きている事が多いとの事で、生活リズムについて確認することが必要だと思われる。
・空腹で眠れず、間食を食べてしまう事も防ぐことが出来るのではないかと思われる。

	②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。
	・仲の良い利用者様と適度に交流を持っている様子。本人から不満やイライラ感についての訴えはない。

・最近、他利用者に飴やコーヒーを配っている様子がみられている。物のやり取りは好ましくないこと、トラブルになる危険性があることを伝えているが、改善されない。
	・本人からどうして飴やコーヒーをあげることになったのか確認する。
・②－1のイライラした様子やトラブルは見られない為、計画は達成とし様子観察していく。

	③体重減少に向けて、自炊のメニューや食材の量についてスタッフに相談する。
	・12月体重85kg。BMI31.99。

・食事については考えながら食べているが、作りすぎてしまい、つい食べ過ぎることが多いと話している。量に注意しながら調理するように伝えているが、行動に変化はない。

・運動に関しては、少しずれて動いているが、出来る範囲で大きく身体を動かし、最後まで取り組んでいる。
	・食事について、バランスよく食べるようにしていると話すが、どのような食事・間食内容なのか確認する。

・検査結果を把握する為に、採血結果を確認する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①単身生活を維持していく
	①病状の悪化を防ぐ　
	①合併症や生活習慣病の悪化を防止する。
	①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活状況を報告する。スタッフは、生活リズムや生活状況を確認する。

	
	②体重を標準値に近づける
	②体重減少する。体重80㎏まで減らす。（本人と検討する）
	②食事摂取量や食事・間食内容に注意し、運動プログラムにも積極的に参加することで体重を減量する。スタッフは食事摂取量や食事・間食内容を確認し、摂取量やメニューについてアドバイスする。

	②他者交流を円滑に行える
	③他者とのトラブルなく過ごせる。
	③他者との関わり方について学ぶ。
	③他者と物のやり取りは行わないようにする。スタッフは、物のやり取りがあった際は振り返りを行う。


